
 

基本構想骨子（案） 

＝序 論＝  

１．総合計画策定の趣旨 

   総合的かつ計画的な市政運営を行うためのものであること等を示す。 

２．総合計画の構成と期間 

  基本構想と実施計画により構成されていること等を示す。 

３．姫路市の概要 

地理的、自然的、歴史的特性を示す。 

４．前提となる社会潮流と姫路市の現状 

  各分野に共通する項目を示す。 

 基本構想＝ 

第 1章 都市ビジョン 

 目指す都市像と人口ビジョン、都市構造を定める。 

１．目指す都市像  

  計画期間において未来の都市像として目指すものを示す。 

２．人口ビジョン 

 ひめじ創生戦略の人口ビジョンを踏まえたものを示す。 

３．都市構造 

   計画的な都市づくりを行うため、土地利用と交通体系などを要素に将来の都市のかた

ちを示す。 

第 2章 行動指針 

  市民、企業・団体、行政がそれぞれの役割と責務に応じてまちづくりに取り組むにあた

り、基本とする姿勢を示す。 

①多様な個性が輝く「人」づくり 

  ②つながり、信頼し合う「地域」づくり 

 ③世界に飛躍する「活力」づくり 

 ④命とくらしを支える「土台」づくり 

第 3章 分野別あるべき姿・政策 

  都市ビジョンを分野ごとに具体化した「分野別あるべき姿」を設定し、その実現のため

の政策を示す。 

１．市民活動             ４．産業         ７．教育 

２．行財政運営            ５．観光・スポーツ    ８．都市基盤 

３．環境              ６．健康福祉       ９．防災・安全安心 
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基本構想 全体構成イメージ（案） 

 

第 1章 都市ビジョン 

目指す都市像 

ともに生き ともに輝く  
にぎわい交流拠点都市 姫路 

都市構造 
多核連携型都市構造の構築 

 

人口ビジョン 
目指す 2030年の定住人口 51.8万人 

定住人口の減少を補う交流人口・関係人口の増加 

 

市民、企業・団体、行政それぞれが、

地方創生や地域課題への取り組みを進

めるにあたり、基本とする姿勢を示す 

 

 

多様な個性が輝く「人」づくり 

 

つながり、信頼し合う「地域」づくり 

 

世界に飛躍する「活力」づくり 

 

命とくらしを支える「土台」づくり 

 

第 2 章  

行動指針  

都市ビジョンを分野ごとに具体化した

「分野別あるべき姿」を設定し、その実

現のための政策を示す 
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第 3 章 

分野別あるべき姿・政策 


